
理念・教育目的・教育目標・教育方針 

 

理  念 
本校は、生命の尊重と人間愛の精神を基本理念とし、将来保健・医療の担い手として、

地域社会の人々の健康生活に貢献できる看護実践者の育成を目指す。 

看護は人間関係を基盤とし、あらゆる健康レベルと発達段階にある人々を対象に、日常

生活においてその人がその人らしく生活していけるよう手助けする実践活動である。その

ために必要な幅広い知識と、専門知識・技術を修得し、深い思いやりと科学性をもった看

護実践力のある看護師を育成する。さらに、社会の変化や医療技術の進歩に伴うニーズに

も対応できるよう、自己啓発していけるように動機づける。 

学校は、学生の主体的学習態度の育成と支援を行う。学生と支援者は一人ひとりがかけ

がえのない存在であることを認め合い、将来にわたって共に成長しあうことを目指す。 

 
教育目的    
看護に必要な基礎的知識・技術と基本的態度を修得し、豊かな人間性と科学性を持つ人

材の育成。 

 
教育目標  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教育方針 

①自己の役割について自覚し責任ある行動がとれる。 

②主体的学習態度の育成。 

③一人ひとりがかけがえのない大切な存在であることを認識し、尊重し合う。 

 

概念・理論枠組の要約 

 
 
 
 
 

対象を全人的に

理解できる専門

知識と幅広い教

養を身につける 
あらゆる健康レベル

と発達段階にある対

象に看護の提供がで

きる基礎的能力を身

につける 

対象の健康上の問

題に対して科学的

に解決できる 

変化する保健・医療

のニーズに対応して

いける基礎的能力を

養う 

専門職者として自己

啓発していける基礎

的能力を養う 

保健・医療・福祉チ

ームの一員として看

護の役割を自覚し責

任が果たせる 

人間 環境 健康 看護 

看護の対象である

人間について理解

を深める 

対象をとりまく環境

と健康との相互作用

について学ぶ 

看護とは何かを学習

し対象の健康問題を

科学的に解決する、

プロセスと援助方法

の実際を学ぶ 

健康の概念と健康問

題を理解し、これにか

かわる保健・医療・福

祉のしくみを学習す

る 

目 標 

 


